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印刷 鞠佐々木印刷工業 

	

市 の 人 口 
	

男 25,681人 
	

世 帯 数 	14, 514 

	

53,069人 
	

女 27,388人 
	

（昭和56年 4 月1日現在）住民基本台帳から 

“台所の火にご注意を，, 

―日婦人消防官が活躍 

「あなたです 火事を出すのも・防ぐのも」 

春の火災予防運動最終日の 4 月16日、五所川原地区

消防事務組合で「一日婦人消防官」が行われました。 

この日、一日婦人消防官になったのは、市内豊成の

デパート店員中川陸子さん（19）ら 5 人です。 

5人は、松山消防長から一日婦人消防官の辞令を受

けたあと、通報・出動訓練や救急業務等を学び、さつ  

そくデパ トの査察研修や総合訓練の実際を参観しま

した。 

制服・制帽を身につけた一日消防官は、「緊張で身が

弓は締まる思い。消防官の苦労がよくわかります。家 

庭では、もっと火の取り扱いに注意して下さい 	」 

と語っています。 

（写真=4月16日、五所川原消防署で） 



県
青
年
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遣
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を
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官
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体
で
側
溝
の
泥
あ
げ
 

国
道
か
ら

約
二

十
ト

ン
除
去
 

二
班
に
分
か
れ
、
す
で

に
町
内

で
あ
げ

て
お

い
た
側
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の
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や

ゴ
ミ
を
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
に

次
々

積
み
上
げ
、
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車
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来
が
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、
寺
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叱
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の
ク
リ
ー
ン
作
戦
が

行
わ

れ
て
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四
月
二
十
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、

国
道
 

3
3
9
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線
で
寺
田
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長
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じ

め
市

の
関
係
課

長
、
地
元
町
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な
ど

お
よ
そ
百
人
が

出
て
、
 

側
溝
か

ら
あ
げ

た
泥

の
運
搬
作

業
を
行
い

ま
し
た
。
 

こ
の
日
の
作
業
に
は
、

五
所

川
原
土
木
事

務
所
、

五
所
川
原

警
察
署
、

市
町
内
会
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合
会
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援
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出
、

ダ
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、
シ
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ル
カ
ー
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ど

八
台
の
車
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出
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し
ま
し
た
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b”りーノ「 
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町
交
y
「
 

先
頭
に

旧
ロ
ー
タ

リ
ー
を
基
点
 

か
ら
栄
 

と
し
た
、
敷
島
町
五

能
線
踏
切
 

し
た
。
 

こ
の
あ
と
一
行
は
、

市
長
を
 

時
間
で
ダ

ン
プ
カ
ー
四
台
分
、
 

作
業
に

も
か
か
わ

ら
ず
、

約
．
 

り
ま
し
た
。
 

お
よ
そ
二
十
ト
ノ
の
泥
を
運
び
去
 

ロ
経
費
 
七

十
八
万
六
千

円
の
う
ち

個
人
負
担
二

十
．

ユ

万
六
千
円
の
予

定
 

ロ
応
募
資
格
 
市

内
に
居
住
し
、

日
本
国
籍
を

右
す
る

二
十
歳
以
上
三
十

歳
未
満

の
男
女
。
 
（
四
月
一

目
現
在
）
 

健
康
で
、

伝
染

性
の
疾
患

の
な
い
方
。
 

ロ
申
込
み

締
切
り
 
五

月
六
日
（
木

）
 

ロ
申
込
み

先
 
市

内
栄
町
二
〇
、

国
連
青
少

年
の
家

（
 

費
紗
二

六
〇
二
番

）
 

保育所（園）児の 
ニ次受け付け 

市では、昭和56度の保育所（園）に入所する児 

童の第 二次申請を受け付けしています 

ロ入所できる保育園 

かまや保育園（鎌谷町）、さくら保育園（平和町 j、 

津軽野保育園（米［Ii)、長橋保育園（神山）、たかた 

て保育園（飯詰） 

ロ受付場所 市福祉事務所 

ロ入所申請用紙 

当所及び各保育所（園）にあります。 

詳細については、市福祉事務所（廿⑩2 111 

番・内線243番）へお問い合わせドさし、 
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轟
移
動
・
巡

回
相
談
所
 

五
月
は
次
の
日
程
で
開
設
し
ま
す
 

ご
利
用
ド
さ
い
。
 

 

ロ
と
 
き
 

  

五
月
十
三
日
（
水
）
、二
十
七
日
（
水

午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
別
館
（
旧
中
央
公

民
館
）
 

青
森
県
交
通
事
故
相
談
所
 

五
所
川
原
市
市
民
相
談
室
 

受けられる国民年金は 
ひ と つ で す 

国民年金には各種の給付がありますが、受けら

れるのはひとつです。 

例えば、障害者になって障害年金を受けている

主婦は、夫が死亡したとき、母 f年金を受ける資

格ができますが、両方は受けられません。 

また、障害年金を受けている人は、65歳になる

と老齢年金を受ける資格もできますが、このとき

も受ける年金はどちらかのひとつです。 

いずれも、自分に有利な年金を選んで受けるよ

うにして下さい。 

詳しいことは、市社会課一国民年金係へお問し、 

今わせ下さし、、 

構造改善センター松島、完成 
ティ活動にご利用を 

ー
 

ー
 ユ

 

、
、
、
 

コ
 

人
）
は
四
月
五
日
、
半
日
が
か

り
で
町
内
の
清
掃
奉
仕
を
し
ま

し
た
。
 

こ
の
日
は
、
朝
八
時
か
ら
部

員
十
五
人
が

ホ
ー
キ
や
ス
コ
ッ

プ
を
手
に
し
て
集
ま
り
、
雪
ど

け
で
汚
れ
た
県
道
や
側
溝
の
ゴ

ミ
や
泥
を
上
げ
、
ダ
ン
プ
で
八
 
 

台
分
を
運
び
ま
し
た
。
 

同
青
年
部
で
は
、
昭
和
五
十

一
年
か
ら
毎
年
春
と
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二
回
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町
内
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掃
奉
仕
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る

ほ
か
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や
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仕
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ど
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。
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け
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落
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ど
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、
落
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ま
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た
。
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た
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タ
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島
」
は
、
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方
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に
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七
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五
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で
、
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十

台
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設
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き
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か
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作
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、
事
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備
、
地
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コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

（
語
ら
い
）
活

動
の
場
と
し

て
利
用
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

な
お
、

こ
れ
ま
で
元
松
島
支
所
で

行
っ
て
い
た
市
の
連
絡
業
務
は
、
四

月
一
日
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て

お
り
ま
す
。
 

ロ
セ
ン
タ
ー
所
在
地
 

市
内
金
山
字
竹
崎
四
八

ー
一
〇

ロ
セ
ン
タ
ー
電
話
 

云
⑩
二
九
四
二
番
 

八
き
れ
い
な
環
境
は

私
た
ち
の
手
で
し
 

雪
ど
け
後

の
通
り

を
清
掃
 

下
平
井
町
青
年
部
の
十
五
人
 

「
き
れ
い
な
環
境
は
、
私
た
 
下
平
井
町
町

内
会
青
年
部
 

ち
の
手
で
」
 

和
田
富
勝
部
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、
部
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三
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自
然
に
恵
ま
れ
た
野
鳥
と
野

草
の
宝
庫
、
飯
詰
・
味
噛
ケ
沢
 

「
野
鳥
の
村
（
｛琴
）
」
が五
月
十
 

五
月
は
拠
出
年
金

（国
民
年

金
）
の
障
害
年
金
、
母
子
年
金

準
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
、
寡

婦
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
 
「
 

現
況
届
」
を
提
出
す
る
時
期
で

す
。
 

こ
の
「
現
況
届
」
は
、
あ
な

た
や
家
族
の
状
態
な
ど
に
変
化

が
な
い
か
を
確
認
し
、
引
き
続
 

日
（
日
）
開
村
さ
れ
ま
す
。
 

開
村
を
記
念
し
、
「
市
民
自
然
 

観
察
会
」
を
開
き
ま
す
の
で
、
 

き
年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う

か
を
調
べ
る
大
切
な
手
続
き
で
 

皆
さ
ん
の
お
い
で
を
お
待
ち
し
 

て
い
ま
す
。
 

ロ
日
時
 
五
月
十
日
（
日
）
 

り
し
ま
す
か
ら
、
必
ず
期
日
（
 

五
月
二
十
日
）
ま
で
に
市
社
会

課

・
国
民
年
金
係
に
提
出
し
て

下
さ
い
。
 

五
月
十
日
頃
ま
で
に
、
あ
な
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「
市
民
自
然
観
察
会
」
 

提
出
期
限
は
五
月
二
十
日
 

す
。
 

た
の
住
所

へ
お
手
紙
を
差
し
上

も
し
、
提
出
し
な
か
っ
た
り
 
げ

ま
す
か
ら
、
そ
れ
に
基
づ
い

遅
れ
た
り
し
ま
す
と
、
年
金
の
 
て
書

類
を
用
意
し
て
下
さ
い
。
 

支
給
が
止
ま
っ
た
り
、
遅
れ
た
 

提
出
す
る
書
類
は
、
年
金
証
 

囲
囲
囲
個
忘
加
●
園
 

亡：ー 
ノじ、 

／「市巳三菩血 爪妥三葉圧宣佳 , 	IflJ氏β再匡」Vノ】又：巨再；土.秀朱 

声 	市中央公民館では、昭和56年度の「市民講座 

I の受講生を募集します。 

」、るフてご応募下さい。 

ロ募集人員 50人 

ロ対象者 市内の在住者で、年齢、性別は問し、 

ません。 

ロ学習内容 国際問題、政治経済、マスコく 

社会問題、文学、 一般教養等 

ロ申込み期限 5H宋日 

ロ申込み先 鎌谷町 117~ 7、市中央公民館 

(ft⑩ 6 0 5 6 番 ) 
口申込み方法 電話で、住所、氏名、年齢、電 

話番号をお知らせドさし、 

平
山
さ
ん
、
三
十
万
円
寄
付
 

市
内
旭
町
の
平
山
栄
一
さ
ん
は

四
月
十
六
日
、
市
教
育
振
興
会
の

基
金
に
役
」）
て
て
下
さ
い
と
ニ
ト

力
円
、
ま
た
福
祉
事
業
に
役
」吐
て

て
ド
さ
い
と
ト
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ

寄
付
、
鈴
木
教
育
長

へ
託
し
ま
し

た
。
 

先
に
亡
く
な
っ
た
母
フ
ク
サ
さ

ん
の
香
典
返
し
で
贈
っ
た
も
の
で

す
。
 教

太
月
振
興
会

等
へ
 

』
 

 ぐ
 

]
 

野
鳥
観
察
会
 
午
前
六
時
一
一一

十
分
ー
八
時
三
十
分
 

野
草
観
察
会
 
午
前
十
時

ー
 

午
後
二
時
三
十
分
 

口
場
所
 
飯
詰
一
味
噌
ケ
沢
 
「
 

野
鳥
の
村
（
家
）」
 

ロ
講
師
 
津
軽
植
物
の
会
会
員

日
本
野
鳥
の
会
会
員
 

口
会
費
 
バ
ス
利
用
の
方
だ
け

一
人
五
百
円
 

ロ
お
申
込
み
 
五
月
六
日

（
水
 

）
ま
で
、
市
教
育
委
員
会

・

社
会
教
育
課

（
廿
⑩
二
．
 

一
番

・
内
線
二
五
〇
番

）
 

ロ
そ
の
他
 

①
バ

ス
利
用
者
の
集
合
方
法

野
鳥
観
察
会
午
前
六
時
ま

で
市
民
文
化
会
館
前

野
草
観
察
会
午
前
九
時
三

十
分
ま
で
市
民
文
化
会
館

前
 

②
山
の
中
を
歩
き
ま
す
の
で
、
 

長
靴
を
持
参
し
て
下
さ
い
。
 

書
、
住
民
票
の
抄
本
、
印
鑑
等

で
す
が
、
母
子
年
金
の
方
は
住

民
票
の
謄
本
を
、
障
害
年
金
の

有
期
の
方
は
、
こ
れ
ら
の
ほ
か

に
診
断
書
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真

の
ほ
か
、
病
気
に
よ
っ
て
は
心

電
図
、
断
層
写
真
等
の
書
類
を

ご
持
参
の
う
え
、
国
民
年
金
係

へ
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
社
会
課
 

・

国
民
年
金
係
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
 



ロ受講資格 市内に住所、また

は勤務先を有する 

15歳以 L30歳まで

の勤労青少年。 

（申し込みと同時

に会員登録をして

下さい）以前に受

講された方でも結

構です。 

ロ受 講 料 無料です。（ただし

材料費は本人負担

です） 

ロ申し込み締切り 5 月11日まで

ロ申し込み先 市勤労青少年ホ 

ム（廿⑩36O2番） 

ロ時 	間 午後 6時30分から 

午後 8時30分まで 

市勤労青少年ホームでは、次の日程で「くらしと趣味の教室」を開

きます。ふるってご応募下さい。 

「くらしと趣味の教室」受講者募集 

内 容 ＊ 

時
 

ロ
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印
紙
税
の
税
額
が
変
わ
り
ま
し
た
 

署
、
ま
 

た
は
税
 

務
相
談
 

「妊娠中毒症」について  × 
医師会と家庭を結ぶ、「みんなの健康教室」が次 

の日程で開かれます。 

お気軽においで下さい。 

今回のテーマは、「妊娠中毒症」 についてです。 

口と き 5 月22日（金）午後 1時から 

ロところ 産経会館四階ホール 

ロ主 催 北五医師会、五所川原市民保健協議 

街
頭
献
血
の
ご
案
内
 

移
動
採
血
車

「
青
い
鳥
号
」
が
次
の
日
程
で
街
頭
献
血
 

を
行
い
ま
す
。
 

ご
協
力
下
さ
い
。
 

ロ
と
き

・
と
こ
ろ
 

⑥
五
月
十
八
日
（
月
）
 
〇
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
正
 

午
ま
で
、
上
平
井
町

・
五
所
川
原
電
報
電
話
局
内
 

o
当
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時
ま
で
、
栄
町

・
県
 

合
同
庁
舎
前
 

あ
な
た
も
献
血
手
帳
を
 

会 

年間をとおして聴講された方に、修了証と記念

品を差し上げます。 

みん 

、
 

教室名 男・女 主 	目 	的 と 	 き 毎週 定員 

茶 	道 男・女 茶道の作法 5 月11日-7 月13H 10人 

煎 	茶 ク 煎 茶の作法 5 月13日-7月15日 水 10人 

ギ タ ― ク クラシ ソク中心 5 月14日～ 7 月16日 金 10人 

写 	真 ク 現像・写し方等 5 月15日～ 7 月17日 金 10人 

絵 	画 ク 初心者のために 5 月19日～ 7 月21日 火 10人 

生 	花 ク 生花の修得 5 月21日～ 7 月23日 木 15人 

は
か
り
の
検
査
は
 

必
ず

受
け
よ

う
 

昭
和
五
十
六
年
度
の
定
期
計

量
器

（は
か
り
）
の
検
査
日
程

は
、
四
月
十
五
日
発
行

の
市
広

報
に
掲
載
し
ま
し
た
が
、
該
当

者
は
必
ず
検
査
を
受
け
る
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。
 

な
お
、
五
小
学
区
と
大
町

の

受
検
場
所
、
中
央
集
会
所

（
上

平
井
町
）
は
、
元
五
所
川
原
郵

便
局
跡
で
す
。
 

印
紙
税
法
の
一
部
が
改
正
に

な
り
、
五
月
一
日
以
降
に
作
成

さ
れ
る
文
書
か
ら
適
用
に
な
り

ま
す
。
 

ロ
主
な
改
正
点
 

ー
税

率
の
引

き
上
げ
 

最
低
税
率
は
、
 一
通
ま
た
は

一
冊
に
つ
き
二
百
円
に
な
り
ま

し
た
。
 

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
税
率
が

ニ
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
 

土
地
売
買
契
約
書
、
約
束
手
形
、
 

売
上
代
金

の
受
取
書
な
ど
の
う
 

約
金
額
等
の
記
載
の
あ
る
見
積

ち
、
契
約
金
額
等
の
高
額
な
も
 
書
等
を

引
用
し
て
い

る
場
合
は
、
 

の
は
、
二
倍
以
上
に
・
引
き
上
げ
 

そ
の
金
額
に
応
じ
た
印
紙
税
が

ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
 
か
か

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

の
で
ご
注
意
下
さ

い
。
 

詳
し
く
は
、
五
所
川
原
税
務
 

2
契
約
書
の
記
載
金
額
 

室

へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
 

第

一
号
文
書
（
土
地
売
買
契
 

な
お
、
改
正
さ
れ
た
印
紙
税

約
書
な
ど
）
、ま
た
は
第
二
号
文
 

額
の
一
覧
表
は
、
市
や
金
融
機

書

（
請負
契
約
書
な
ど
）
は
、
 

関
の
窓
口
に
も
備
え
て
あ

り
ま

た
と
え
そ
の
契
約
書
に
金
額
が
 

す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。
 

記
載
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
契
 

（
五
所
川
原
税
務
署
）
 



川
 
柳
 
岩
木

吟
社
 

菊
 
池
 
ふ
み
を

完
成
の

汗
美
し

く
虹
に
映

え
 

青
 
山
 
一
 
粋

孤
立
し

た
背
中
に

母
と
父
が
居
る
 

山
 
川
 
草
 
林

無
駄
だ
と
は

知
っ
て
も
神
へ
手
を

合

わ
せ
 
阿
 
部
 
枯
 
葉

晴
れ

の
日
も
内

助
の
功
は
出

た
が
ら

ず
 

加
 
藤
 
彩
 
人

母
と
児
の
紳
乳

房
で
会
話
す
る
 

ゲ
、につ
 

f
」幻
厚
 

は、 ス
ノ
 

ひ
 

年
金
め

は
声
レ
 

その4③ 

「
母
親
学
級
」
を
開
設
 

丈
夫
な

赤
ち
ゃ

ん
を
育
て
よ

う
 

一
 

丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
育

て
る
た
め
、
ま
た
安
心
し

て
お

産
の
準
備
が

で
き
る
よ
う
、
五

所
川
原
保
健
所
で

は
次
の
日
程

で
「
母
親
学
級
」
を開
き
ま
す
。
 

ぜ
ひ
ご
出
席
下
さ
い
。
 

満
二
十
歳
に
な
っ
て
も
、
 

昼
間
部
の
大
学
生
は
任
意
加

入
で
す
。
 

国
民
年
金
で

は
、
高
等
学

校
や
大
学
の
学
生
、
生
徒
は

強
制
加
入
の
対
象
か
ら
除
外
 

し
、
加
入
を
 

任
意
と
し
て
 

認
め
る
こ
と
 

に
し
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
学
生
や
生
徒
た

ち
が

一
般
的
に
そ
の
学
校
を

卒
業
し
て
会
社
等
に
就
職
し

た
場
合
に
、
厚
生
年
金
保
険

等
の
職
域
の
年
金
制
度
に
加

入
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
希

望
す
る
方
だ
け
を
加
入
さ
せ

よ
う
と
い
う
趣
旨
に
基
づ
く
 

o

五
月
十
三
日
（
水
）
 

テ
 

ー
マ
 
「
出産
」
 

o

五
月
ニ
＋
七
日
（
水
）
 

テ
ー
マ
 
「
赤
ち
ゃん
の
保
育
」
 

ロ
受
付
時
間
及
び
場
所
 

い
ず
れ
も
午
後
零
時
四
十
五
 

も
の
で
す
。
 

こ
れ
以
外
の
学
生
や
生
徒
、
 

つ
ま
り
前
述
の
学
校
以
外
に

在
学
し
て
い
る
人
や
定
時
制

課
程
、
夜
間
部
の
学
生
、
あ

る
い
は
通
信
教
育
を
受
け
て
 
 

分
か
ら
五
所
川
原
保
健
所
 

ロ
持
参
す
る
も

の
 

母
子
健
康
手
帳
 

善
意
銀
行
預
託
者
 

▽
井
上
さ
な
（
雛
田
町
）
▽

電
報
電
話
局
共
済
会

（
上平
井

町
）
▽
山
川
澄
江
（
漆
川
）
▽

中
野
茂
（
八

重
菊
）
▽
小
山
慶

一
 （
姥
蒐
）
▽
中
三
株
式
会
社
 

（
本
町
）
▽
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ーフ
 

年
金
の
資
格
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
す
ぐ
に
加
入
の
手
続
き

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

届
け
出
を
し
な
い
で
放
っ

て
お
く
と
、
国
民
年
金
の
保

険
料
は
二
年
を
経
過
す
る
と

時
効
に
な
り
、
納
め
る
こ
と

が
出
来
な
く
な
る
の
で
、
将

来
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
 
 

ブ

（
田
町
）
▽
東
北
電
労
五
所

川
原
分
会
青
年
部
（
田
町

）
 

▽
山
口
勝
雄
（
布
屋
町
）
▽

北
五
美
容
組
合
（
布
屋
町
）

▽

西
北
中
央
病
院
産
婦
人
科
（
布

屋
町
）
▽
石
崎
き
よ
（
弘
前
市
）
 

▽
小
山
田
鳳
隆
（
末
広
町
）
▽

佐
藤
靖
倫

（
森
田
）
▽
五
所
川

原
第
一
高
校
普
通
科
一
年
A
組
 

（
元町
）
▽
宮
崎
妙
子
（
鎌
谷

町
）
▽
唐
川
き
ぬ
（
石
岡
）
 

い
ま
す
が
、
そ
の
保
障
は
必

ず
し
も
十
分
で
あ
る
と
い
え

な
い
の
で
、
引
き
続
き
任
意

加
人
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く

引
き
続
き
任
意
加
入
し
た
い

時
は
、
そ
の
旨
を
届
け
出
す

れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
 

ま
た
、
任
意
加
入

の
昼
間

部
の
大
学
生
で
も
、
万
一
、
 

け
が
を
し
て
 

も
障
害
年
金
 

等
の
給
付
も
 

あ
り
、
会
社
、
役
所
に
就
職

し
て
厚
生
年
金
等
に
切
り
替

わ
っ
て
も
年
金
は
通
算
に
な

る
の
で
、
加
入
し
た
方
が
有

利
に
な
り
ま
す
。
 

た
だ
し
、
任
意
加
入
の
場

合
は
、
生
活
が
苦
し
く
て
も

保
険
料
は
免
除
で
き
ま
せ
ん
。
 

必
ず
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
 

せ
ん
。
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い
る
人
た
ち
は
、
す
で
に
社
 
な
お
、

強
制
加
入
の
被
保

会
に
出
て
働
い
て
い
る
人
が
 

険
者
が
会
社
や
役
所
等
に
勤

多

い
の
で
、
国
民
年
金
制
度
 
め
る
い
わ

ゆ
る
サ
ラ
リ
ー
マ

で
は
強
制
加
入
と
な
っ
て
お
 
ン

と
結
婚
し
た
場
合
は
、
そ

り
ま
す
。
 

の
時
か
ら
国
民
年
金
の
加
入

し
た
が
っ
て
、
洋
裁
学
校
、
 

は
任
意
と
な
り
ま
す
。
 

美
容
学
校
、
調
理
及
び
栄
養
 
サ

ラ
リ

ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

学
校
等
の
各
種
学
校
の
学
生
 
に

な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の

は
、
強
制
加
入
に
該
当
し
、
 

夫
の
厚
生
年
金
保
険
等
で

一
 

二
十
歳
に
な
っ
た
時
に
国
民
 
応

の
年
金
の
保
障
が
さ
れ
て
 

よ
う
と
い
う
趣
旨
に
基
づ
く
 
一
一
十

歳
に
な
っ
た
時
に
国
民
 
応

の
年
金
の
保
障
が
さ
れ
て
 
せ
ん

o
 

一
 

一
 

希
望
す
れ
ば
加
入
で
き
る
人
（
任
意加
入
）
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ふ

れ

あ
い

大

き
く
 

児
童
福
祉
週
間

（
5
月

5
日
 

目
 

r
 

r
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
こ
協
力
下
さ
い
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